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２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）ま
で

に
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
５
号

機
ま
で
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
約
３
８
０
０
人（
う
ち
、

市
内
在
住
者
は
約
１
５
０
０
人
）

が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
発
電
所
立
地
に
よ
る

税
収
の
増
加
や
電
源
三
法
交
付
金

（
※
）な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
交
付
金
は
、
市
民
会
館
や
市

立
図
書
館
ア
ス
パ
ル
な
ど
の
文
化

施
設
の
ほ
か
、
教
育
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
医
療
施
設
、
道
水

路
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
公
共
施

設
整
備
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
発
電
所
は
、１・２
号
機

は
廃
止
措
置
作
業
が
進
め
ら
れ
、

３・４・５
号
機
は
運
転
を
停
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、３・４
号
機
は

津
波
・
地
震
・
重
大
事
故
な
ど
へ

の
対
策
と
し
て
、
安
全
性
向
上
対

策
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
申
し
入
れ
か
ら
50
年
、
こ

れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
原
子
力

発
電
を
含
む
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）に
制

定
さ
れ
た「
電
源
開
発
促
進
税

法
」「
特
別
会
計
に
関
す
る
法

律
」「
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整

備
法
」
の
３
つ
の
法
律
を
基
に

し
た
、
地
域
振
興
や
福
祉
向
上

を
目
的
と
す
る
交
付
金
。

新野地区４つの山城
～武田軍の後方支援基地か～

◀釜原城整備の様子

▲八幡平整備の様子

▲舟ヶ谷の城山ハイキングの様子

新野地区には４つの山城が確認されている。新野
左馬助公について長年にわたり研究した故鈴木東洋
氏は、その山城にそれぞれ「八幡平の城」「舟ヶ谷の
城山」「天ヶ谷の城平」「釜原城」と名付けた。どの城
跡も保存状態は良く、最近では、新野左馬助公顕彰
会や新野未来塾によってハイキングコースとして整
備され、手軽に散策できるようになっている。
さて、この４城は、古文書などの記録に残ってい
ないため、城の歴史は不明だが、舟ヶ谷の城山は、
新野左馬助公の居城という伝承が残っている。また、
現在残っている遺

い
構
こう
の特徴（例えば二重の堀切をは

じめとする堀切の多用や横堀など）や高天神城との
地理的な位置関係などから、この４城は武田軍が築
城、または改修したものであり、天正２年（1574年）
以降の武田対徳川による高天神城の攻防戦におい
て、武田軍の戦略上重要な策源地（後方支援基地）と
して使用された、という説が有力視されている。（静
岡古城研究会水野茂会長からのご教示）
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〈下
〉▲原子力館に展示されている「50年のあゆみ」
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